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「凝固異常症におけるクロスミキシングテストの臨床的意義に関する

後方視的解析」研究へのご協力のお願い 

  

当院では、診療・教育のほか、社会的な使命として様々な疾患の病態解明と治療法に関す

る研究を行っております。この研究は、出血しやすかったり血栓ができやすかったりといっ

た凝固異常症の患者さんの診断のために当院で行われているクロスミキシングテストとい

う検査の診療上の意義を、過去を遡って調べるものです。 

本研究は国立病院機構京都医療センターにおいて、研究責任者である血液内科の川端浩の

もとで行われます。研究対象は京都医療センターを受診され、凝固異常症のために 2017 年

以降にクロスミキシングテストを受けられた患者さんです。研究期間は 2025 年 3 月 31 日

まで予定されています。本研究は、京都医療センターの倫理委員会の承認を得て行われます。

研究対象者の、クロスミキシングテストの結果と臨床情報を電子カルテの中から拾い上げて

照らし合わせ、これらの関連について解析します。 

研究の成果が専門の学術集会や学術雑誌に発表されることがありますが､あなたのプライ

バシーは十分に尊重され、個人に関する情報（氏名など）が当院の外部に公表されることは

一切ありません。 

クロスミキシングテストは、診断補助のために保険診療で行われています。これ以外に患

者さんに費用負担はございませんが、報酬もございません。もしご自分が本研究の対象者に

該当する可能性があると思われる方で、本研究の対象となることに同意されない場合は、対

象者から除外させていただきますので研究代表者までご連絡ください。ただし、ご連絡いた

だいた時期によっては、この研究の結果が論文などで公表されているなどで、あなたのデー

タを取り除くことができない場合がありますことをご了承ください。もちろん、本研究の対

象となることに同意されない場合でも、患者さんが診療上で不利益を被ることは一切ありま

せん。 

なお、ご不明の点がございましたら、いつでも研究責任者 京都医療センター 血液内科 

川端浩（電話 075-641-9161）までお問い合わせください。本研究の研究計画書は、ご希望

に応じて閲覧することができますので、ご希望される場合はご連絡ください。 


